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　本研究では，筆者が 2019 年 11 月から 12 月にかけて実施した 7 人の生活保護受給者へのイン
タビュー調査の結果を分析する．
　筆者は，2012 年から 2018 年の 7 年間にわたり，名古屋市内のホームレス経験者を対象とした
生活実態調査を行った．同調査は，ホームレス経験者がアパートなどでの生活に移行した後，地
域生活を持続するための条件を明らかにしようとしたものであるが，2014 年から 2018 年にかけ
ての調査では，調査項目の 1 つとして「生活保護を受けていることに対して，周りからの目が気
になることはありますか？」との質問をしている．調査年によって若干の違いはあるものの，概
ね 4 割～ 5 割程度の人が「よくある・ときどきある」と答えている（山田 2020）．本研究で分析
するインタビュー調査の対象者は，2014 年と 2017 年のいずれかの生活実態調査で，周りからの
目が気になることが「よくある・ときどきある」と答えた人の中から抽出した．
　表 1 は，2014 年調査と 2017 年調査の両方に回答した 115 人の「周りからの目」に関する質問
への回答状況をみたものである．2014 年調査と 2017 年調査の回答が，「ある→ある」の人が 32












ある 32 人（27.8％） 22 人（19.1％） 54 人（47.0％）
ない 15 人（13.0％） 46 人（40.0％） 61 人（53.0％）













　表 2 は，7 名のインタビュー対象者の基本属性と，前述の生活実態調査における「周りからの
目が気になること」に関する回答結果を示したものである．
表 2　インタビュー対象者の基本属性
仮名 年代 性別 世帯構成 収入
周りからの目が気になること
2014年 2017年
和夫 70 代前半 男性 単身 生活保護＋老齢年金 ない ある
勝 60 代後半 男性 単身 生活保護＋老齢年金 ある ない
博 70 代前半 男性 単身 生活保護＋老齢年金 ない ある
修二 60 代前半 男性 単身 生活保護＋老齢年金 ない ある
勇 70 代前半 男性 単身 生活保護＋老齢年金 ある ある
三郎 80 代前半 男性 単身 生活保護のみ ある ない
明美 40 代後半 女性 夫と同居 生活保護のみ ある ない




























































初は住み込みで働いていたが，結婚してからは実家から通った．子どもを 1 人もうけるも，3 年
ほどで離婚した．30 歳の頃にアパレル会社を辞め，その後は派遣や日雇で，ガードマン，工場
勤務，土木などの仕事を短い期間で転々とした．社員寮や飯場で暮らすことが多かったが，50



















































子問屋などに勤め，最も長く勤めた仕事である警備会社には 10 年以上勤めた．30 歳の頃に結婚
して養子に入り，妻の実家で暮らした．子どもも 2 人もうけたが，5 年ほどで離婚した．離婚し
たのと同じ時期に警備会社を辞め，その後は名古屋市内でホームレス生活をしたり，日雇労働を







































































































































































































「3 キロ痩せた」「俺 4 キロ痩せた」っつって．…テレビだって，〔視聴するのに〕2 時間 100 円






































































































































































活保護費の範囲で生活することに慣れるまでには，2 ～ 3 年かかったようだ．
　最初はやっぱり．ちょっと金あるときはもう外食したりして．そうすると結局は行き詰まる
じゃないですか．そうすると，しょうがない，炊き出し行くしかない．そういうのは，何カ
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